





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































答歌を―つの結節点として注目す ことによって形成されたものではなかったか 想像され のである。
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注
(1)和歌ハ昔ヨリ饂�レ師。而能原始長能ヲ為レ聞（袋草紙・雑談）。(2)「無名抄」の本文は、
日本古典文学大系「歌論集
能楽論集」（岩波
杏店
一九六一年九月）
に拠る。諸苔の引用に際しては、
適宜漢字を
宛て句説点を施す等、
私意によって表記を改める場合がある。
(3)久保田淳
R
古今歌人の研究」（東京大学出版会
一九七三年三月）
•
第
二岱第二序第二節四「北俊への入門と母の死Jo
(4)四韮・紙
j
の本文は、
小沢正夫他『袋草紙注釈」上下（塙臼房
l
九七四年三月・七六年三月）に拠る。
(5)山田洋記「源雅定年糀」（「立教大学日本文学」四十四号
一九八〇
年七月）、
芦田耕一「六条藉家顕手の妍ー歌辺な成立の必鯰という視点
でー」（「国栢と国文学
j
―九九0年九月）参照。
なお、「今鋭
j
は
雅定の事跡について多くの紙幅を割く。
(6)「今鏡」巻六•藤波の下「弓の音」、「平治物語
j、「台記」康治二年
五月二十五日条等を参照。
'
(7)基俊の生年については、「長秋
記」
天承元年三月二十二8の藉原宗
忠主催の尚歯会の記事を根拠とし 、
康平三年(10六0)生とす石
のが通説。通説に従うならば、
保延囮年には七十九哉のはずである
。
久保田
淳注(3)前掲掛は、「この話を冊った時の老俊成の記位違い
か、
その日が八月十五夜であったということと結ぴ付けるための説話
的歪曲であろ
う」と説く。
(8)久保田淳注(3)前掲世をはじめとして谷山茂 松野陽一氏等訴先
学の俊成研究・歌坦史研究｀
「燕名抄
j
の罪注釈由、
各種文学史等い
ずれも保廷四年説を採るC
(9)「平安朝歌合大成
j
栴七巻。
(10)久保田淳注(3)前掲柑゜(11)俊成・定家の自家の家格に対する意識については、井上宗雄「大苔
会和歌と六条家」(f請庄平安文学論究」坑＝＝莉風IUl抄房
一九八
六年七月）を参照。
(
12)白河浣政期における村上源氏一門と雅定を巡る政治的情勢については、
小島孝之「今設の世界·序説ー「H上の漑氏」郊七の場合ー」
（「立教大学日本文学
j
四十六号
一九八一年七月）を参照。
(13)橋本不美男霞政期の歌檀史研究」（武蔵野苔院
一九六六年二月）
参照。
(U)r今設
j
巻六・藉波の下「花散る庭の而」。
久安百百作者で、「詞花
集
j
に一首、「干戟集』に＋首入集するのをはじ
め、
勅撲集に計三十
三首が入集する。
(15)松野陽一『藉原俊成の研究J
(笠叫む院
一九七三年ーニ月）第二篇
第一浄一「崇徳天且内衷歌痘交科集成」参照。
(16)「今鋭
j
巻六•藤波の下「指の木の下」。
(17)入集歌数の符定は、
名古歴和歌文学研究会編「勅撲集付新菜集作者
索引』（和泉密院
一九八六年七月）に拠る
。諾集の異本歌・後出歌
については計上しない。
入集歌数の合計には、「金業集
JI
―ー泰本の入
集歌数を含まない。
(18)「今鋭」巻六•藤波の下「花散る庭の而」。(19)成通のiJt跡については、
井上宗雄『平安後期歌人伝の研究」（笠叫
臼院
初版一九七八年十月、
培袖版一九八
八年＋月）、
山内益次郎
「今鋭の因辺』（和凩密院
一九九一＿一年二月）等に肝しい論考がある。
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(20)「今鋭」巻六•藤波の下「梅の木の下J。同じ巻六の「雁がね」が成
通の伝であって、
多彩な逸話を伝える。
(21)長明は久粁二年(-―五五）頃の出生と推定されているので、
この
期間に俊成の話を測杏することはありえない。
また
、
俊成の回悲も、
「そのかみ年二十五
なりし時」という祈り起こしから考えて、
より晩
年に近い時点で為されたと判断すぺきであろう。
(22)『今鋭
j
の本文は、
竹外紐全訳社「今鋭
J
(上）（中）（下）（講談社
学術文印
一九八四年三月1六月）に拠る。
(23)「千載集」の本文・歌番号は、新日本古典文学大系r千栽和歌集」
（片野達郎•松野阻一校注、
岩波由店
一九
九
1一一年四月）に拠る。他
の八代集についても、
同様に新大系に拠る。
なお、「古事談J
(巻二祁
八十二話）
・「十訓抄
j
（巻九館八話）
・
「古今若開集」（巷五邪百六
十七
話）にも当該贈答歌が収められているが、
細部の蹄旬の異同はあ
るものの、
いずれも歌の本文は概ねHふ訳梨lに近い形を採っている。
(24)師頼の経歴については、
山内益次郎注(19)前掲柑に群しい論考が
ある。
•(
25)「中右記』＊治五年十月＋B条、「公孵補任
j
同年伊通の項を参照。
(26)今度除目多以逍理也、
但長実去年任参議、
今年任中納首、
早迷昇進
也、
非オ智、
非炎旅、
非年労、
非戚旦、
世IOJ制布傾気欺（中右記・大
治五年十月五日条）。
(27)官をも返し奉りて入り龍り括ひける時、
柑榔毛の車破りて、
家の前
の大宮おもての大路にて、
取り出だして焼き失ひ絵ひけるは、
節会の
日にて侍りけるとかや（今鋭・巻六
藤波の下・弓の音）。
(28)承暦四年八月
の公約人事が持つ政治的意味については、
坂本代三
「村上源氏の性格」（古代学協会紺『後期摂閲時代史の研究
j
吉川弘
文館
一九九0年三月）、
同「藤原頼通の時代l（平凡社
一九
九一年
五月）を参照。
なお、
俊成の祖父忠家もこの時の人ilIに不沿を抱いた
ようで、
翌永保元年十二月には、
不出仕を理由として戟封を倅止され
ている（「公釘補任」同年条）。
(29)「古lII談l巷二第九十四
話「侶艮、
核抑ノ車ヲ破リ焼ク半」。「古事
談」の本文は、
小林保治校注「古事談
j
上下（現代息潮社
一九八一
年十一月・十二月）に拠る。
(30)r平治物柄
j
上巻「侶西Ill家の山来付除目の事」。「平治物研」の本
文は、
新日本古典文学大系Rか元物絣
平治物冊
承久記
j（日下力
他校注、
岩波野店
一九九二年七月）に拠る。
(31)「平治物IFjに描かれた伊通の人物像とそれが物師中に占める位償
と概能については、
松足末江「平治物語試論ーー古態本の沢みl」
(「フェリス女学院大学国文学論叢」一九九 年六月）を参照。
なお、
日下力氏によって、「平治物筋
j
の作者圏を伊通の子孫の周辺に想定
する考え方が提示されている。
日下力「「平治物賄』作者回推考・基
礎篇」（国東文府福「中世説話とその周辺」明治紺院
一九八七年＋
二月）、
新大系「平治物語
j
解説等を参照されたい。
(32)「今鋭」巻七・村上の源氏「新枕」。(33)雅定は侍従・近術少将から中将を経て参狼に昇ったが、伊通は少将
から権右中弁に転じ、
さらに蔵人頭を務めた後に参議に任ぜられてい
る。参考、
3本義彦「平安貨邑（平凡社
一九八六年八月）。
(34)震平安朝歌合大成
j
応七巷゜
(35)中院右府入道許二、
参梢訣之次日、
故将作岱披巾云、
於物
nf
．心ヲ可
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見也。後撰ニハ・・・：・（袋草紙・雑校〉。
(36)和歌説話の分類、
歌稔説話の位骰付けについては、
上岡iJJ司「和歌
説話の研究
中古窟」（笠間柑院
一九八六年十月）、
同「勅撰和歌集
に現れたる歌徳説話ーその様相と傾向を探るー」（説話と説話文学の会紺「説話論集」第三集
梢文党
一九九三年五月）を参照。
なお、
渡邊昭五 歌徳説話の発生」（「説話文学研究」第二十三号
一九八八
年六月）、
菊地仁「＾和歌説話〉の研究をめぐる猜問題ーー上岡ffJolJ•渡
辺昭五刃氏の論手によせてーー」（『国学院雑誌
j
―九九一年一月）の論も
参照のこと。
また、
歌徳説話の本質に関する最近の注目すぺさ論考に、
小川豊生「歌徳論序説」（「鹿児島女子大学研究紀要」坊十
l]
一巻第一号
一九九二年三月、
渡部秦明福「秘儀としての和歌1行為と場l（有枡
裁、
一九九五年十
1月）に再録）がある。
(37)拙稿「子どもの詠歌ー「袋が紙』咋代歌をめぐつてー」（「文学
j
季
刊第一ー一巻第二号
一九
九二年匹月、
渡部寮明相「秘伐としての利歌」
に再録）。
(38)このポ実については、
小川幾生・上岡iJJ司両氏も注目する。
(39)あしたづの浜路迷ひし年森れて餃をさへや隔て呆つぺさ（―-五
八・俊成）。
あしたづは磁を分けて帰るなり迷ひし槃路けふや昭るペ
き
(-l
五九・定長）。「源家長日記
J.
「十訓抄」巻十祁三十六話・
『古今若圃梨
j
巻五が百九十三話にも。
(40)定長歌には、「この道 御あはれみ、
昔の型代にも異ならずとなむ、
時の人巾し侍りける」という左注も付されている。新大系 干戟和歌集」解説（松野池一執節）、
同「千戟集|ー勅校和歌集はどう編まれたか
|』（平凡社
一九九四年六月）参屈。
(41)中村文「後徳大寺尖定の沈治」（「立教大学E本文学
j
四十六号
九八一年七月）。
〈42)―二七0番平実重歌、
ーニ七一番賀茂政平歌‘
ーニ七九番大中臣為
定歌
。
(43)
「俊頼髄脳」の本文は、
日本古典文学全集「歌論集」（橋本不美男他
校注・訳、
小学館
l九七五年四月）に拠る。
(44)「俊頼髄脳」に示された下降史観、
末代意誠の問題については、
藤
平邪男・小峯和明・小川牝生・錦仁各氏の
「俊穎髄脳
j
論を参照され
たい。
なお
、
拙論に「「俊頼髄脳
j
の一而」（『国冊と国文学
」一九九
ごヰ十一月）がある。
(45)「古今集」仮名序。(46)峯村文人「藤原俊成の芸術論」（「国制と国文学」一九六二年四月）、
久保田淳注(3)前掲密第二岡第一涵第二節｀
寺本直彦
「源氏物語受
容史澁考
正紺」（風間杏房
一九七0年五月）前紺第一卒第一節及
ぴ第二節。
(47)勿論、
物語においては、
歌の力によっても回生不可能な人間関係が
設定されることも少なくないが、
その場合でも例えば「源氏物語
j
賢
木巻における光源氏と六条御凡所のように、
関係作復の到底望み得ぬ
地点に立たされた二人が、
歌を詠み交すことによって辛うじて互いの
心を繁ぎ止め、
美しい後朝の別れの場而を演出するといった途が選択
されることがある。参考、
秋山凌「王朝の文学空§J
(東京大学出版
会一
九八四年三月）、
鈴木日出男
I古代和歌史論」〈東京大学出版会
一九九0年十月）。
（侶）万娯集・巻十六・
三八0七
硲城土発二陸奥一時、
祗承緩怠、
王慈
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あさ鼻―-』ころを
わが“もUなくに
不ふ悦｀
妥女搾レ崩詠歌ー首。下句は「浅
・心乎
吾念災国」。
「万栞集」の本文・歌番号
は、
日本古典文
学全集本（小学館）に拠る。
49)「大和物冊
j
の本文は、
新編日本古典文学全集本（小学釦〉に拠る。
（ (50)玉稲賀敬二「「源氏秘義抄」附蔽の仮名陳状ーー法成寺殿・花11左府峠節
廿必』＊源氏物聞絵作』についてー—ー」(r国語
と国文学
j
―九六匹年六月）、
寺本直彦「源氏絵陳状考」上下（「国語と国文学
j
―九六四年九月・
十一月、
豆氏物絣受容史論考
正編」に再鉗）、
同「源氏物梱受容史
．論
考
絞韻
j（風IUJ告房
一九八四年一月）第二部第四汽
l「密陵部
蔵「源氏秘義抄」付戚源氏絵隙状追考」。
(51)伊井春樹「源氏物語注釈史の研究
室町前期」
（桜楓社
一九八0
年十一月）。
(52)井上宗雄注(19)前掲皆は、
当該開答歌を仁平三年から久杜R年頃
のものと推測している。なお、
成通も仏道をめぐって西行と歌の開答
を交しており、「山家集
j
では雅定・西行の問答歌の正前に、
成通と
西行との開答歌が恒かれている。
(53)「山家集」陽明文庫本の本文・歌番号
は、
寺浮行忠編若「山家集の
校本と研究」（笠間柑院
一九九三年三月）に拠る。
流布本（版本）
系訊本及ぴ松屋本の本文との間に、
大きな異同はない。
(54)日氏物餅」の本文は、
日本古典文学全媒本（小学館）に拠る。
(
55)「源氏物語受容史論考
萩編
j
椋一部笏五序応一節四「千載集と源
氏物訴」。
(56)「狭衣物語
j
の本文は、
日本古典文学大系本（岩波囲店）に拠る。
(57)「平安朝歌合大成
j第六巻。
(58)岩波文邪「千戟和歌集」（久保田浮校
注、
一九八六年四月）、
和泉古
典叢打「干蔽和歌集」（上條彰次校注、
和泉密院
一九九四年十一月）。
(59)例えば、「涙川底の水屑となり果てて恋しき涌々にながれこそすれ」
（拾遺集・恋四・八七七・源顧）、「年ごとに涙のJIIに浮かぺども身は
投げられぬものにぞありける」（千載集・雑中·10六三・大江公安）といった歌が、
宗兼歌以前に既に詠まれている。
(60)拙桜「藤原道経の和歌絞斉ーー駐政前期の和歌と物妍ーー＇」（「国学院雑
gl
九九四年十一月）。
(61)「今説」巻七・村上の源氏「布栖川」。(62)三角洋一「中世物冊へ
の道」（「国研と国文学」一九八八年五月）。
なお、この三角氏の論文は、
院政期における物語の受容と制作の諸相
を様々な角度から周到に考察す
るもので、
注(60〉前褐拙稿において
も当然甘及すべきであったが、
桜者の不手際により逸してしまった。
記して、
お詫ぴ巾し上げ
る
。
(63)
1＾1子内親王とその文学サロンについて
は、
塚谷多貨子「品后宮令子
歌坦沿ー金葉集期の女流歌墳
l
」(「国冊国文研究」第五十二号
一
九七匹年十一月）、
渡辺睛美「忠通家歌坦形成に閑する考祖ーー先行歌
墳との関述についてー」（「和歌文学研究
j第五十一号
一九八五年十
月）の諸論に詳しい。
なお、「今鋭
l
の記事については塚谷論文も言
及する。
(64)注(46)前掲の詣論を参照。(65)注(60)前掲拙桜参照。
（たなか
ひろき
岡山大学文学部助教授）
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